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３ 地域での発達支援充実に向けた関係機関との連携

～「育ち」と「暮らし」を支えるために～

アーチル発達障害基礎講座(初任支援者向け) 第二部

乳幼児

学齢児

成人

児童発達支援センター 児童発達支援事業所

学 校

児童館
放課後等デイサービス

就労先

障害福祉

サービス事業所

大学・専門学校

縦と横の連携で支える「育ち」と「暮らし」

発達相談支援センター(アーチル)

（縦の連携）
切れ目なく必要な支援が
引き継がれる

(横の連携)
本人を中心に関係機関が連携

幼稚園・保育所

相談支援事業所
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相談資料

アーチルでの相談経過等を
医療機関や支援者などに

お伝えする資料

連携ツールの活用

乳幼児

学齢児

成人

発達相談支援センター
(アーチル)

サポートファイル(アイル)

本人の特性や必要な支援など、成長の
記録を綴り、支援者が変わった時等に
伝えるためのツール。

成人期には、
保護者から本人の手へ。

学 校

地域の支援機関など

幼稚園・保育所

お伝えシート

学校との

連絡票

個別の教育支援計画

連絡票

サービス等利用計画
個別支援計画

アウトリーチ(訪問)支援による連携

集団の様子の行動観察や
支援者会議の実施

アーチル相談前の支援
(一般的な対応、生活面等への助言)

外部スーパーバイザーの同行訪問

研修会等への講師派遣

保護者との面談の持ち方や
共有の仕方などの助言

訪問先の施設等がエンパワメントされ、
主体的に課題解決に取り組めるよう支援
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・個別事例の相談に止まらず、施設の管理職とも支援の視点を
共有できたことで、施設全体で同じような困り感のある方に
ノウハウを活かした支援を行えるようになった。

・訪問先の地域のネットワーク会議に参加。事例検討や研修会
の実施等により、より幅広く関係機関同士が支援の視点等を
共有することができた。

・施設が本人の発達的ニーズや必要な支援を
家族と共有することができた。

アウトリーチ支援の実践から

自閉症児者相談センター 「発達障害者地域支援マネジャー」

民間の強みやネットワークと連携・協働することで、
より幅広いニーズに対応した相談支援・地域連携を目指して ①

アーチル

２つの自閉症児者相談センター

ここねっと
(NPO法人)

(おもな対象)
知的障害のないまたは
軽度程度の自閉症児者

民間委託

なないろ
(社福法人)

(おもな対象)
重度知的障害で行動
障害のある自閉症児者

自閉症児者の地域での継続かつ緊密な
支援ニーズに対応できる受け皿が必要

• 地域支援マネジャーによる地域支援

ネットワーク形成 施設支援 人材育成
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児童発達支援センターを
利用していない保護者の支援

児童発達支援センター 「地域相談員」

民間の強みやネットワークと連携・協働することで、
より幅広いニーズに対応した相談支援・地域連携を目指して ②

アーチル 児童発達支援
センター

（市内１１ヶ所）• 発達相談

• 子どもの見立て

• 診断
• 発達支援

• 保護者支援

療育センター機能

幼稚園・保育所への訪問支援

地域相談員

ペアレント・プログラム(講座)
(地域の保護者向け)

初期支援プログラム(講座)
(アーチル相談歴のある保護者向け)

民間の強みやネットワークと連携・協働することで、
より幅広いニーズに対応した相談支援・地域連携を目指して ③

【アーチル】

• 公平性・公共性

• 判定・措置

• 支援体制構築 など

【民間事業所】
（例：障害福祉サービス事業所、児童発達
支援事業所、相談支援事業所など)

• 柔軟性 ・機動性

• 支援実績の蓄積 など

本人・家族の

支援ニーズ

地域の様々な担い手とともに
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発達障害者支援地域協議会

本人・家族
教育関係者

医療関係者

福祉関係者

子育て支援
関係者

労働関係者 司法関係者

学識経験者
（おもな協議事項）

• 発達障害児者支援の体制整備

• 関係機関の取り組み状況の情報共有

• 関係機関のネットワーク・連携の強化 など

(令和3～5年度の協議テーマ）

「成人期の自立を実現するために必要な
支援やネットワークのあり方について」

報告書はこちらの

QRコードから ⇒

(仙台市ホームページ)

まとめ：「その人らしく暮らせる」
地域社会の実現へ向けて

創る つながる

育てる 広げる

あたらしい社会資源や支援の仕組みを 各分野をこえて関係機関や支援者が

ともに支援する担い手を 発達障害や支援の視点への理解を

育ち 暮らし


